
 

Open Laboratoryシビルエンジニアリングコース 
国土政策学コース 

世 界 を結 ぶ未 来 社 会 をデザ

イ ン す る － シ ビ ル エ ン ジ ニ ア

リングー 

世界では、経済活力を生み出

す社会基盤の構築競争が起

きています。同時に、社会基

盤を地震や水害などから守

り、耐久性の維持や環境との

融合を図ることも必要とさ

れています。21 世紀におけ

る持続的発展が可能な社会

の実現を目指して、社会や構

造物のパブリックデザイン、

防災技術、環境保全・再生お

よび資源循環など多岐にわ

たる国境を超えた研究が不

可欠となっています。 
 安全で快適な社会活動に

必要不可欠な空間・環境を創

造するための基盤となる諸

施設の計画、建設、維持管理、

再生に関する技術を学び、自

然環境と共生できる社会基

盤を作るための最先端のテ

クノロジーを公開します。 

 

未来をみて，国土政策の新し

い道を拓く －国土政策学― 

人類の生活・活動領域の膨張

と拡大は深刻な環境問題を

起こしています。人々の安全

な生活を将来にわたって確

保するためには、広域的かつ

包括的で高度な技術に裏打

ちされた社会基盤政策の立

案と執行が不可欠となって

います。 

社会基盤整備に必要な政

策、計画立案、都市デザイン、

計画システム、さらに自然環

境と社会環境の両者に基づ

いた空間的な配置やネット

ワーク計画にかかわる最先

端技術と計画手法を公開し

ます。 

２０１１年１月 7 日（金）
場所 工学部 A 棟，I 棟，D 棟

対象     環境社会工学科１年

シビルエンジニアリングコース２，３年

国土政策学コース２，３年

今年で第 4 回目となるシビルエンジニアリング・

国土政策学コースのオープンラボを開催すること

になりました．幅広い分野をカバーする両コース 14

研究室が先端技術や研究成果を公開します．今勉強

している基礎科目や専門科目のアウトプットある

いは将来進むべき道がみえてくるかもしれません．

オープンラボでの見学に専門性や難しい知識は

必要ありません．コースや研究室が実際に何を目指

し何をやっているか，自分の目でみて耳で聞き，共

感するものがあるのかないのか確かめてはどうで

しょうか？学部 4 年生や大学院生，先生方は，研究

だけにとどまらず，学生生活や研究室の活動，学会

発表や海外の大学のはなしなど聞かせてくれるは

ずです．気軽に参加してください． 

オープンラボの会場は，工学部 A 棟, I 棟（実験

棟）, D 棟（共用棟）です．以下の地図を参考にし

て下さい．わからなければ，A 棟の会場にて教え

てくれます． 
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シビルエンジニアリングコース 

河川・水資源工学，沿岸海洋工学 

維持管理システム工学，構造デザイン工学 

環境機能マテリアル工学，地盤環境解析学 

地盤物性学，ライフタイム工学 

 

国土政策学コース 

構造システム，建設管理工学 

社会基盤計画学，水工・水文学 

交通インテリジェンス，寒冷地河川 

 

URL  

http://www.eng.hokudai.ac.jp/edu/course/civileng 

/OL11.pdf  
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主要な研究テーマ 
・河床形態，河床変動に関する研究 
・流水侵食による地形形成機構に関する研究 
・都市部で頻発する豪雨の特性 
・北海道における線状降水帯特性の解明 
・降水粒子の粒径分布特性 
・気候変動下における洪水・渇水アセスメント 
・全球スケールにおける極端現象と大気陸面相互作

用の関係 
・陸面初期情報を用いた水文気象予報スキルに関す

る研究 
・降雪-融雪-流出プロセスの解明 
公開内容 
10:00-16:00 研究室紹介（A455 室，会場 2-1） 
研究室の紹介をします． 
10:00-16:00 先輩からの研究室紹介（I256 室，会場

2-2） 
気軽に先輩に声をかけ，研究室のイベントや雰囲気

などを聞いて下さい．各研究内容の紹介用ポスター

の掲示もしています． 
公開実験 
13:00－16:00「表面流によるガリ侵食の実験」（I107
室，会場 2-3） 
13:00－16:00「自然石による砂礫の捕捉実験」（I256
室，会場 2-2） 
10:00－12:00, 13:00－16:00 ｢雨滴観測装置による

雨滴粒径の観測実験」（I256 室，会場 2-2） 
実験紹介 
10:00－12:00, 13:00－16:00 
「湧水侵食によるガリ形成」 
「自然石による砂礫の捕捉実験」 
「網状流路の形成」 
実験に関する写真や動画を用いて, 実際に起こりう

る現象を紹介します． 
3．水工水文学研究室 

スタッフ：清水康行教授、木村一郎准教授、田中岳

助教 
学部生のみなさん、流体系の授業って難しくて水系

の研究室はとっつきにくいと思ってる方が多いの

ではないのでしょうか？そう思っている方も思っ

ていない方もまずは水工水文学研究室に見学に来

てみて下さい。実はすごく面白い研究テーマがいっ

ぱいなんです！！難しい研究内容も修士の学生た

ちがわかりやすく丁寧に説明しますのでご安心く

ださい。詳しい内容はセッションでご説明しますの

でまずはお気軽に足を運んでみて下さいね。 
公開内容 
研究編 
①水工水文学って何？ 
②研究内容（とにかく色々あります！言葉で説明す

るより実際に見てもらう方が実感が湧くと思うの

でまずは研究室にお越しください） 
③数値シミュレーション結果を見たり、自分で計算

プログラムを動かしたりもできます。 
イベント編 
①水工水文学研究室の学生はどんな生活を送って

るの？ 
②楽しいイベントの数々の紹介 
③努力次第では海外にも行けちゃう！？ 
以上の内容でオープンラボを行います。全体の説明

を各セッション 20 分程度で行い、その後先生や学

生との自由なトークタイムを設けます。セッション

の途中からの参加も大歓迎です！たくさんの参加

お待ちしてます！！ 
セッション時間予定 
10:30-11:15 「セッション 1」 A4-13 会場 3-1
13:30-14:15 「セッション 2」 A4-13 会場 3-1
14:30-15:15 「セッション 3」 A4-13 会場 3-1
15:30-16:15 「セッション 4」 A4-13 会場 3-1
16:30-17:15 「セッション 5」 A4-13 会場 3-1

公開プログラム 
１．沿岸海洋工学研究室 
スタッフ：山下俊彦教授，渡部靖憲准教授，猿渡亜

由未助教，志田直子事務補助員 
工学部で唯一，海の研究を行える研究室です．古く

から行われている波浪予測，沿岸域の流れ，海岸侵

食堆積予測，構造物に働く波力だけではなく，海岸

環境，海洋生態系や地球温暖化に伴う海の応答や対

策など長期的な海と人間の共生も重要な研究テー

マの一つです．現地観測や解析，最先端の実験，数

値解析などいろいろな解析法をから研究を行いま

す．国内の大学，研究機関や海外の大学とプロジェ

クト研究を行っており，君達の先輩方もプロジェク

トに参加したり，国内，海外の学会で研究発表した

り活躍しています．いろいろな可視化実験，流体計

測，数値計算や海岸生態評価を異なる会場で紹介し

ますので，是非見に来てください． 
平成２２年度修士論文テーマ 
「Bioluminescenceによる砂蓮上の振動せん断乱流

計測」，「気液混相乱流中の気体輸送機構に関する研

究」，「工学的応用に向けた新たな 3 次元表面形状計

測法の開発」，「石狩湾新港周辺の漂砂機構と地形変

化特性」 
平成２２年度卒業論文テーマ 
「磯焼け海域での藻場形成機構と藻場予測」，「日本

近海における潮流エネルギーアセスメント」，「降雨

下の大気海洋界面過程を通した質量運動量交換」，

「砕波乱流中における粒子底面内からの物質の溶

出に関する研究」，「砕波乱流下における熱輸送シミ

ュレータの開発へ向けた基礎的研究」 
公開内容 
10:00 – 12:00, 13:30-17:00 の間で随時公開 
研究室紹介（A409 前：会場 1-1） 
・パワポを使った研究室の概要紹介 
波浪と流れの数値シミュレーション・沿岸域生態環

境評価（A454：会場 1-2） 
・日本における海洋エネルギー発電最適地 
・沿岸域における飛沫濃度分布の数値計算 
・砕波に伴う熱輸送シミュレーション 
・気液二相流れの高精度数値シミュレーション 
・石狩湾内における土砂環境の数値シミュレーショ

ン 
・北海道東部の地盤沈下の影響と将来予測 
・沿岸域におけるウニとコンブの生態環境 
海岸・海洋流れの可視化実験（I107：会場 1-3，
D205：会場 1-4） 
・海底面上における渦と流れの画像計測（D205）
・ミニ平面水槽を使った模型実験（D205） 
・気泡から水中へのガス溶解に関する実験（I107）
・波浪による消波ブロックの崩壊実験（I107） 
・雨粒が海面に着水する時の水面形についての実験

（I107） 
・砕波下における砂底面下の流れ計測（I107） 
2．河川流域工学研究室 

スタッフ：泉典洋教授, 山田朋人准教授 

太古の時代より人類は河川を利用して生活してき

ました．洪水から生活を守りながら河川の水を利用

する技術であった河川工学は，人類史上最も古い工

学と言っても過言ではないでしょう．河川流域工学

研究室では，河川環境を守りながら（親水），水害

を軽減し（治水），高度な水利用を可能にする（利

水）技術に関連する基礎研究を行っています．また

河川を中心に水が降水-流出-蒸発という過程を経な

がら世界を巡る地球水循環システムを解明するた

め, 人工衛星やレーダによる観測情報と気候モデル

を用いた研究も行っています. 



 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

公開内容 
オープンラボ当日には，研究室および実験室の紹介

をいたします． 
・研究室概要紹介および研究室メンバーとの歓談

（パワーポイントまたはパネルによる説明） 
・実験室案内（場合により実験デモンストレーショ

ンも行います．概要説明の後に実験室に案内しま

す） 
・集合場所：A653，会場 5-1 地盤環境解析学研究室

の打合せスペースに 15:00 までにお集まり下さい。

・予定時間：15:00-16:00（１時間程度） 
・対応者：大学院学生または横浜助教 
6．地盤物性学研究室 

スタッフ：田中洋行教授，西村聡准教授，福田文彦

助教、工藤豊技術専門員 
博士学生 4 名（外国人 1 名），修士学生 7 名，学部

学生 6 名，研究生 1 名（外国人） 
軟弱粘土から岩質材料までの広範囲な地盤材料の

力学的特性について研究しています。研究の成果

は，道路盛土や堤防などの土でできた構造物が外力

を受けたときの挙動の予測や地すべり防止対策、ま

た住宅地やビルなどの建築物あるいは橋の基礎と

しての地盤の沈下や支持力の予測計算に応用され

ています。また当研究室には 2 名の外国人留学生が

在籍しています（場合によっては留学生とコンビを

組んで卒業研究をすることになります）。 
今年の修士論文・卒業論文の研究テーマ 
・粘土の圧密挙動におよぼすひずみ速度と温度の影

響 
・各種地盤情報の統計解析に関する研究 
・地盤のサンプリング手法と実地盤の物性解明に関

する研究 
・サンプリングにより採取された地盤試料の乱れに

関する研究 
・弾性波を用いた地盤材料の各種物性の測定に関す

る研究 
・粘土の硬化則と降伏規準の解明に関する実験的研

究 
・中空ねじり試験の問題点の解明に関する実験的研

究 
・遠心模型実験装置を用いた不飽和土地盤の斜面安

定解析に関する研究 
・遠心模型実験装置を用いた斜面の補強に関する研

究 
公開内容 
・研究室概要紹介 
・各種実験の見学 
・先生・先輩との座談会 
・その他 
場所：I253 実験室（会場 6-1）に来て下さい。 
時間：13:00-15:00 
7．社会基盤計画学研究室 

スタッフ：加賀屋誠一 教授，内田賢悦 助教，Katia 
Andrade 特任助教，木田るみ子 事務補助員，学生：

博士課程 2 名，修士課程 6 名，学部生 7 名  
当研究室では、その日常生活を支える上で感じる地

域や交通の疑問・課題が研究フィールドになりま

す。持続可能な社会基盤を維持していくために、な

にが必要なのかを常に探求しています。研究テーマ

も幅広く、マルチエージェントシステムにおける土

砂災害時の避難行動モデル、右折車交通事故危険度

モデル構築、交通事故無料化による経済影響評価モ

デルに関する研究なども行っています。さらに学会

活動として、土木計画学研究発表会、TRB (アメリ

カ交通学会) など国内にとどまらず国際学会にも積

極的に参加しています。  
キーワード：交通計画,都市計画,住民参加支援シス

テム，計画数理学，道路景観，交通情報システム,
ドライビングアセスメント 

4．寒冷地河川研究室 

スタッフ：鈴木英一特任教授、川村里実特任助教 
開設して 1 年しかたっていない新しい研究室です。

 北海道が開拓されたのは、明治時代からで、ショ

ートカットや堤防などの治水事業もようやく 100
年の歴史しかありません。北海道の原野に人々が定

住するために、本州など日本の他の地域にはない、

大胆で斬新な改修事業がおこなわれてきたのです。

 本研究室は、このような北海道特有の治水事業に

ついて、歴史と流域発展の効果について研究すると

ともに、来るべく地球温暖化にも対応できる新しい

北海道の効果的な治水方式について研究し、さらに

流域の人々を洪水から守る防災計画の研究を行っ

ています。成果がすぐに社会に反映される研究で

す。 
主な研究テーマ 
・石狩川の洪水特性とダムや堤防など治水対策の効

果 
・堤防の安全性に関する研究 
・河川環境に関する研究 
・地球温暖化に対応する治水事業に関する研究 
・洪水による住民被害を最小化する防災計画に関す

る研究   
公開内容     Q 棟 256 号室 会場 4-1 
・北海道の洪水状況 
・北海道の治水事業の歴史 
・治水工事の実際（ダム建設、分水路建設） 
・釧路湿原の保全・再生 
・北海道南西沖地震 
・洪水ハザードマップ 
などについて紹介します 
公開時間 
 午前の部 11:00～12:00 
 午後の部 13:00～15:00 
5．地盤環境解析学研究室 

スタッフ：三浦清一教授，石川達也准教授，横浜勝

司助教，大野志織事務補助員 
学生：博士学生４名（内，社会人２名，留学生１名），

修士学生６名，学部生５名 
 地盤環境解析学研究室では，建設というよりは地

盤災害を防ぐという防災に役立つ研究を展開して

います．近年の極端気象や地震の影響で甚大な地盤

災害が頻発しています．災害を防ぎ，社会生活を維

持するためには，地盤工学の研究成果を適切に活用

することが不可欠です。このような背景から，本研

究室では，様々な条件下での地盤材料の力学特性を

明らかにする研究を行っています． 
主な内容研究 
『凍結融解履歴を受ける北海道火山灰土の強度・変

形特性に関する研究』 
＊北海道に広く分布する火山灰土地盤の力学特性

におよぼす凍結・融解現象の影響度を明確にするこ

とで，厳しい冬が存在する北海道地域における新し

い地盤の設計法や管理法を提案することを目指し

ています． 
『鉄道軌道に用いられる粒状材料の繰返し変形特

性に関する研究』 
＊交通荷重作用下の鉄道や道路の路盤材料の挙動

や，地震荷重作用下の粒状盛土構造物の振動特性を

検討しています．進行性破壊に対するライフサイク

ルコスト評価や合理的耐震設計法の確立を目指し

た盛土構造物の安定性評価に関する研究を進めて

います． 
『締固め盛土の力学特性の評価およびその安定性

に関する研究』 
＊道路および河川堤防などの盛土を構築する際に

行われる締固めの度合いと力学特性の関係につい

て実験的に調べる研究です．研究成果は，完成後の

盛土の力学特性評価に活用されます． 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開内容 
・午前 11 時から午後 5 時まで研究室を公開してい

ます。教員または研究室学生が説明や相談の対応を

します。 
・研究室説明会を下記の時間に行いますので、集合

してください。 
時刻： ①午後 1 時 ②午後 3 時 30 分 各回とも

30 分程度で同じ内容です。 
場所：どちらも I203 室(交通インテリジェンス研究

室，会場 8-1) 
9．建設管理工学研究室 
スタッフ 萩原亨教授，高野伸栄准教授，山口事務

補助員 
博士課程：３名（インドネシアからの留学生１名及

び社会人２名），Ｍ２：６名（うち 1 名カンボジア

出身），Ｍ１：３名，４年生：４名，研究生１名（イ

ンドネシア）、合計２０名 
研究内容としては、自転車利用を考慮した道路空間

マネジメント及び交通事故を評価指標としたエリ

アマネジメントに関する研究、さらに、コンストラ

クションマネジメント、アセットマネジメント、モ

ビリティマネジメント等についての一連のマネジ

メント研究を進めています．９月には大滝セミナー

ハウスで，北海学園大の研究室と一緒に新幹線建設

を題材にゼミを行い、大いに語らい、飲み、翌日は

パークゴルフ大会を行うなど、学会での発表はもち

ろんのこと、他大学、外部の方々幅広い研究交流を

行っています。 
研究室，実験室はＮ棟(工学部もっとも北側)にあり

ます。 
オープンラボでは，研究室紹介と現在研究中の修士

論文，卒業論文について、それぞれポスターにまと

め、学生が皆さん方に説明いたします。研究だけで

なく、色々なことについてお答えしていきます。飲

み物やお菓子もあります。是非来て下さい！！ 
公開内容 
13:00～17:00 
建設管理工学研究室ポスターセッションプログラ

ム：会場（N119 室，会場 9-1） 
説明時間 13:00～、14:00～、15:00～、16:00～ 
（上記の時間は説明開始時間の目安です。途中から

の参加ももちろんＯＫです） 
ポスター出展 
１．研究室紹介 
２．修士論文 
■安西 公：建設企業の技術の継承に関する研究 
■内堀大輔：信号交差点における右折車接近時の歩

行者行動と警告音の影響について 
■杉山 佳：撤退後の大規模商業施設の便益評価に

関する研究 
■ナオ キムセット：国外建設事業におけるリスク

管理に関する研究 
■野田淳人：災害履歴による地域差を踏まえた防災

意識啓発に関する研究 
■境沢徳人：TOD（Transit Oriented Development）
を考慮した小樽駅前広場および小樽駅前交差点の

交通動線計画に関する研究 
３．卒業論文 
☆土田集人：札幌駅前地下通路完成後の地下鉄利用

行動の変化 
☆戸田一志：公共事業に対する市民意識構造分析－

公共事業における無駄とは何か－ 
☆藤井 直：インフラの維持管理に関する利用度合

とサポート意識構造分析 
☆水越大喜：環境交通行動の取組み意識に関する研

究 

昨年の研究テーマ  
修士論文： 
北海道における高速道路料金政策が交通事故に与

える影響に関する研究 
石狩湾新港地域における低炭素型産業拠点の構築

に関する研究 
「シーニックバイウェイ北海道」指定ルートにおけ

るシークエンス景観の心理的評価に関する研究 
札幌市の土砂災害危険区域における共助に注目し

た住民避難行動に関する研究 
交差点における右折車両と歩行者との通信を用い

た安全支援に関する研究 
多地域応用一般均衡モデルを用いた高速道路無料

化による経済効果に関する研究 
札幌市における地域特性を考慮したシェアサイク

ルシステムに関する研究 
卒業論文： 
札幌市苗穂地区における市電延伸の評価に関する

研究 
札幌市街地における自転車と歩行者の分離方法に

関する研究 
交通施設整備が企業の立地選択に与える影響に関

する研究 
苫小牧市におけるデマンドバスの巡回経路決定方

法に関する研究 
既存研究に基づいたドライバーの予見に関する研

究 
札幌市における人口動態が居住地選択行動に与え

る影響に関する研究 
多車線交差点における動線分離を考慮した動的信

号制御に関する研究 
公開内容  
13:30～16:00 開始時刻： 13:30～，14:30～，15:30
～(I208 室，会場 7-1) 
・パワーポイントを使った研究室の概要紹介  
・M1 による卒論研究発表 
研究室のムードを体験  
先輩の研究風景（追込み中）を直に見ることができ

ます。気軽に声をかけて雰囲気などを聞いてみてく

ださい。 
8．交通インテリジェンス研究室 
スタッフ：中辻 隆教授、岸 邦宏准教授、栗本真由

子事務補助員の他に、博士課程学生 1 名(留学生)、
修士課程学生 12 名(留学生 3 名)、学部生 7 名、研究

生 1 名の合計 24 名 
｢世の中の問題・将来展望について、色々な情報や

データを集め、使えるものを抽出し、分析手法を用

いて戦略や解決策を求めること｣を｢インテリジェ

ンス｣といいます。 
交通インテリジェンス研究室は、交通に関する様々

な問題を解決するための対策・政策を提案したり、

そのための方法・手法を開発しています。 
学問分野で言えば交通工学・交通計画であり、研究

対象は自動車、道路、鉄道、航空、バスから自転車・

歩行者まで交通全般で、さらに交通に関連して、

人々の行動や都市・地域計画、まちづくりも対象と

なります。 
今年の卒業論文・研究生論文のテーマ 
道路構造物の機能・歴史と景観の評価、北海道新幹

線の並行在来線のあり方、市販交通シミュレーター

へのフィードバックシステムの導入と評価、外国人

旅行者の道内航空ネットワークの選択意識、道東自

動車道の無料化と物流事業者の安全・安心の向上効

果、アジアにおける自動車利用と環境意識に関する

国際比較、北海道新幹線開業後の青函トンネルの運

用方式 
今年の修士論文のテーマ 
定住意識と DRT の運行方式、交通流シミュレーシ

ョンモデルセルオートマトンの安定性、Network 
DEA による公共交通サービスレベルの効率性評価



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

自動車や人が渡る橋梁をはじめとした社会基盤施

設は現代社会には不可欠であり，これらを計画・設

計し，建設・供用・維持管理を行って廃棄に至るま

で適切に管理することは，社会の持続的発展を実現

するためには極めて重要であると考えられます． 
本研究室は新橋梁形式の開発，橋梁ならびに社会基

盤構造物への新材料の適用，解析法・設計法・製作

法・架設法，防災技術などの開発的研究，維持管理

技術の確立，景観設計など，システムとしての橋

梁・社会基盤構造物に関する研究を行います． 
主要な研究テーマ 
・札幌市における橋梁維持管理計画の策定に関する

研究 
・低降伏点鋼を用いた鋼製斜張橋タワーの耐震性能

に関する研究 
・曲線高架橋に鋼製ダンパーを用いた落橋防止シス

テムの影響 
・豊平橋の歴史にみる橋梁設計思想の変遷 
・札幌軟石を用いた石造アーチの FEM 解析 
・炭素繊維強化ポリマー（CFRP）梁の設計手法の

開発 
・デジタル画像相関法による局所ひずみ場計測技術

の開発 
・高靭性繊維補強セメント複合材料により補強した

鋼床版の疲労寿命予測 
・橋梁と走行車両連成系に関する動的解析手法の開

発 
・交通振動解析とソフトコンピューティング手法を

用いた橋梁健全度評価 
公開内容 
・研究室概要紹介 
・学生からの研究紹介 
・実験設備見学と載荷実験 
（300t 載荷機，振動台，炭素繊維補強ポリマー試験

体などの紹介，載荷実験の実演） 
場所：下記何れかのセッションの開始時間に I 棟 1
階西端のゼミ室（I-109，会場 11-1）集合．研究室

概要紹介の後，学生からの研究紹介を行い，開発科

学実験施設※で実験設備の説明と載荷実験の実演

を行います． 
時間：①13:00－14:00，②14:00－15:00，③15:00
－16:00 
※開発科学実験施設は，1 ページ工学部地図の右上

（テニスコートの近く）です． 
12．構造システム研究室 
スタッフ 三上隆教授，蟹江俊仁教授，佐藤太裕助

教授，野田香織事務補助員，修士学生 13 名，学部

学生 7 名． 
 人類の将来に警鐘を鳴らす地球環境問題．科学技

術の進歩によって強大な影響力を持つようになっ

た私たちは，今こそ，新しい社会システムの構築に

その真価を発揮しなければならないと考えます．構

造システム研究室は，最新の「構造解析」理論と技

術を軸にして，次世代の新しい社会基盤構造物の研

究・開発を行っています． 
 たとえば，環境影響を考え，低コストで信頼でき

る構造物への進化（寒冷地トンネルの合理的解析・

設計法，石造アーチ橋の力学メカニズム解明），水

素経済社会への移行と北方圏域の有効利用を目指

すエネルギーネットワークの構築（極寒冷地での冷

却ガスパイプライン開発），ナノスケールの構造解

析（カーボンナノチューブの力学特性の解明）まで，

新しい概念やシステムを導入し，社会システム全体

の最適化を目指した研究開発を進めています． 
主要な研究テーマ 
・寒冷地トンネルの合理的設計法の開発 
・石造アーチ橋の力学メカニズムの解明 
・冷却ガスパイプラインの設計解析技術の開発

10．ライフタイム工学研究室 
スタッフ 横田弘教授，橋本勝文博士研究員，中村

知佳子事務補助員，修士学生 3 名，学部学生 4 名，

研究生 1 名 
 ライフタイム工学研究室は，鋼構造物およびコン

クリート構造物を対象に，土木工学の基礎的研究の

成果を組合わせて，構造物の維持管理をより確実に

実施するために，点検診断，劣化進行および性能低

下の予測，対策方法の選定などをシステム化したラ

イフサイクルマネジメント(LCM)に関する研究を

行っています．このような研究は，ライフタイム工

学と呼ばれる新しい分野に位置し，構造物を通して

社会のサステナビリティを実現するために不可欠

です． 
 ライフタイム研究室は設立 2 年目ですので，研究

課題の選定については，学生自身の自主性を尊重し

ています． 
主要な研究テーマ 
・LCM およびライフサイクルコスト(LCC)評価に基

づく構造物の維持管理シナリオ 
・塩害を受けるコンクリート構造物の寿命予測の信

頼性 
・港湾コンクリート構造物の塩分浸透性状の評価手

法 
・鋼管杭の腐食データに基づく港湾鋼構造物の破壊

確率 
・無筋コンクリート構造物の劣化進行予測および劣

化度評価 
・セメント系材料の凍害劣化の進行に伴う物質透過

性能 
・凍結防止剤成分の浸入によるコンクリート構造物

の化学的変質 
公開内容 
場所：I253（学生居室）会場 10-1 
時間：第 1 回目 11:00～12:00，第 2 回目 14:00～
15:00，第 3 回目 16:00～17:00 
発表内容： 
(1) 研究室の概要，行事（学会参加等），イベント等

の紹介 
(2) 学生による研究概要紹介 
(2-1) 構造物の LCM および LCC 評価に関する研究

維持管理シナリオの作成と構造物の耐力計算に関

する数値解析シミュレーション 
(2-2) 無筋コンクリート構造物の劣化進行予測およ

び劣化度評価に関する研究，有限要素法を用いた構

造物の劣化シミュレーション 
(2-3) コンクリート中の塩分浸透性状評価に関する

研究，コンクリートコアサンプリングとコンクリー

ト中の塩分浸透に関する統計的解析 
(2-4) セメント系材料の凍害劣化の進行に関する研

究，材料中への凍結防止剤成分の浸入解析と劣化進

行に関する化学分析的アプローチ 
上記の研究室紹介の後，質疑応答の時間を設けま

す．また，参加学生の希望に応じて実験室の見学を

実施する予定です． 
なお，当日は上記の時間帯以外でも I253 に学生が

待機しておりますので，気軽に訪問して積極的に声

を掛けて下さい．普段の研究室の様子なども遠慮な

く尋ねて下さい． 
11．構造デザイン工学研究室 
スタッフ＆メンバー： 林川俊郎教授，松本高志准

教授，何興文助教，宮崎恵美事務補助員 
社会人博士課程学生 1 名，課程博士学生 3 名，修士

学生 12 名，学部学生 8 名，交換留学生 1 名 
構造デザイン工学研究室は，北海道大学工学部創設

以来の歴史ある研究室であり，主に鉄鋼材料を用い

た橋梁および社会基盤構造物についての研究を行

っています． 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

設の建設をハード面で支える重要な役割を担って 
います． 
環境機能マテリアル工学研究室は，建設材料とし 
て利用されるコンクリートに関する研究を行って 
います． 現在は，「環境」と「機能」の２つをキー

ワードにして，環境にやさしく，機能的で，厳しい

環境下でも 適応できるコンクリート材料の研究開

発とその性能評価技術を開発することを目指して 
研究に取り組んでいます． 
主要な研究テーマ 
・高温下における高強度コンクリートの特性 
・産業副産物を使った制御型低強度材料（CLSM)
・有機繊維および産業副産物を用いたコンクリート

中の水の流れ 
・コンクリートの耐凍害性 
・護岸コンクリートの耐海水性 
・X 線 CT 法によるコンクリート内部の微細構造

・石炭灰を利用したコンクリート中のイオンの拡散

現象 
公開内容 
13:00-17:00 実験室見学，先輩からの研究室説明 
（I106 実験室，会場 14-1） 
（コンクリートの強度試験，内部劣化測定などを随

時実施） 
質問等 
教員，学術研究員，大学院生，４年生（卒論生）は，

皆さんからの質問にお答えします．気軽に訪問し 
て，研究テーマ以外のことでも声をかけてくださ 
い． 

・新しい数値解析手法（混合ハイブリッド有限要素

法）の研究 
・パイプインパイプ構造を有する海洋，凍土中パイ

プラインの力学特性の評価 
・カーボンナノチューブの力学特性の評価 
・トンネル支保構造物の剛性算定式の提案 
公開内容 
（A552，会場 12-1） 
10:00～，14:00～，16:00～ 研究室とシミュレー

ション解析事例の紹介（蟹江，修士学生） 
（I210，会場 12-2） 
11:00～，13:00～，15:00～ 研究室所属学生との

懇談会（フリートーク） 
11:45～，13:45～ 実験室公開 
（C401，会場 12-3） 
17:15～ 構造システム研究室新年会（自由にご参

加下さい） 
 懇談会では研究室の雰囲気を直に感じてもらう

べく，卒業論文に取り組む 4 年生から生のトークが

聞けるはず．先生方のイメージや研究の詳しい内容

など研究室を選ぶ上で聞いてみたいことをどんど

ん聞いてみて下さい． 
 当研究室のプログラム終了後，構造システム研究

室の新年会を開催します．新年会ではお酒を飲みな

がら，リラックスした雰囲気で教授や院生の方々に

もお話を聞くことができるのでお気軽に参加して

みてください．また，当研究室は比較的多く女性の

先輩方も在籍しているので女子学生も気兼ねなく

ご参加下さい． 
13．維持管理システム工学研究室 
スタッフ 上田多門教授，佐藤靖彦准教授，古内仁

助教，木村勉技術専門職員，張大偉博士研究員，正

木尚子事務補助員，佐藤久恵事務補助員の 7 名に，

博士学生 3 名，修士学生 14 名，研究生 2 名，学部

学生 7 名を加えた総勢 32 名． 
本研究室の特徴は以下のようです． 
・扱う材料は，「コンクリート」，「FRP」，「耐火物」，

「レンガ」，「鋼材」，研究の範囲は，「新材料・新構

造」，「構造物の設計手法」，「構造物の維持管理技

術」，「数値シミュレーション技術」，「リサイクル技

術」とかなり広い． 
・共同研究が多い．国内外あわせて 10 以上もの大

学や企業と実施．海外の共同研究先は，アメリカ，

中国，韓国，タイ，エジプト，オランダ，ドイツ．

・海外からの研究者や学生がとても多い．その人数

は，中国 2 名，バングラデシュ 1 名，タイ 2 名，フ

ィリピン 1 名，ネパール 1 名，ドイツ 1 名の合計 8
名．それゆえ，日本語と英語の両方のゼミを実施．

・けっこう忙しいが，間違いなく大きな充実感とと

もに卒業できる． 
公開内容 
・ 修士 1 年を中心とする学生による研究室紹介．

13 時開始，14 時開始，15 時開始，16 時開始の 4
回開催します． 
・ 研究内容はもちろんのこと，研究室の雰囲気，

英語が話せなくても大丈夫か，先生はどんな学生を

求めているのか，などなど色々な話しが聞けます．

・ 場所は，I255 室（会場 13-1）です． 
14．環境機能マテリアル工学研究室 
スタッフ 杉山隆文教授，堀口 敬准教授，志村和 

紀助教 

コンクリートは，力学特性，耐久性，環境側面， 

コスト等の観点から，今後も建設基幹材料としてま

すますその利用が高まっていきます．そして，様々

な設計条件に応えられるように，コンクリートマテ

リアルを研究することが要請されています．つま

り，コンクリートは，安全で安心できる社会基盤施
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